
(57)【要約】

【課題】各分割ブッシングのテーパ接合面に気泡や異物

の混入のおそれがなく、同テーパ接合面における面圧の

安定化が可能なブッシングを提供する。

【解決手段】第１の分割ブッシング１２は、第１の内部

導体１６と、その周囲に設けられた受容口１８を有する

第１の固体絶縁体２０と、第１の固体絶縁体２０の周囲

に設けられた第１の遮蔽層とを備えている。第２の分割

ブッシング１４は、第２の内部導体２２と、その周囲に

設けられた、受容口１８に挿入される円錐状の挿入部２

６Ａを有する第２の固体絶縁体２６と、第２の固体絶縁

体２６の周囲に設けられた第２の遮蔽層２８とを備えて

いる。第２の分割ブッシング１４に、挿入部２６Ａ及び

その近傍の各周囲を包覆しかつ内周面が第２の遮蔽層２

８に密着する絶縁ゴム成形体３０を配設した。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ の 分 割 ブ ッ シ ン グ と 第 ２ の 分 割 ブ ッ シ ン グ と を 、 接 続 手 段 を 介 し て 電 気 的 、 機 械 的
に 接 続 し 、 一 体 に 組 み 合 わ せ て な る ブ ッ シ ン グ に お い て 、
　 前 記 第 １ の 分 割 ブ ッ シ ン グ は 、 第 １ の 内 部 導 体 と 、 そ の 周 囲 に 設 け ら れ た 受 容 口 を 有 す
る 第 １ の 固 体 絶 縁 体 と 、 前 記 第 １ の 固 体 絶 縁 体 の 周 囲 に 設 け ら れ た 第 １ の 遮 蔽 層 と を 備 え
、
　 前 記 第 ２ の 分 割 ブ ッ シ ン グ は 、 第 ２ の 内 部 導 体 と 、 そ の 周 囲 に 設 け ら れ た 、 前 記 受 容 口
に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 を 有 す る 第 ２ の 固 体 絶 縁 体 と 、 前 記 第 ２ の 固 体 絶 縁 体 の 周 囲 に 設 け ら
れ た 第 ２ の 遮 蔽 層 と を 備 え 、
　 前 記 第 ２ の 分 割 ブ ッ シ ン グ に 、 前 記 挿 入 部 周 囲 を 包 覆 す る 絶 縁 ゴ ム 成 形 体 を 配 設 し 、
　 前 記 第 ２ の 遮 蔽 層 を 、 前 記 第 １ の 遮 蔽 層 と 電 気 的 に 接 続 し 、 か つ 、 当 該 第 ２ の 遮 蔽 層 を
、 前 記 接 続 手 段 の 縮 径 部 か ら 見 て 前 記 第 ２ の 内 部 導 体 を 電 気 的 に 遮 蔽 す る 位 置 に 配 設 し た
こ と を 特 徴 と す る ブ ッ シ ン グ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の ブ ッ シ ン グ に お い て 、
　 前 記 第 ２ の 固 体 絶 縁 体 の 前 記 挿 入 部 の 外 面 に 、 環 状 凹 部 形 状 の ベ ル マ ウ ス が 設 け ら れ 、
　 前 記 ベ ル マ ウ ス の 凹 部 に 、 前 記 第 ２ の 遮 蔽 層 を 設 け た 後 に 当 該 凹 部 に 充 填 さ れ た 補 強 絶
縁 体 を 配 設 し た こ と を 特 徴 と す る ブ ッ シ ン グ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の ブ ッ シ ン グ に お い て 、
　 前 記 絶 縁 ゴ ム 成 形 体 は 、 シ リ コ ー ン ゴ ム に よ り モ ー ル ド 成 型 さ れ 、 プ ラ イ マ ー 層 を 介 し
て 前 記 第 ２ の 固 体 絶 縁 体 の 外 面 に 接 着 さ れ た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る ブ ッ シ ン グ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の ブ ッ シ ン グ に お い て 、
　 前 記 第 ２ の 固 体 絶 縁 体 と 前 記 補 強 絶 縁 体 と は エ ポ キ シ 樹 脂 に よ り 成 型 し た も の で あ る こ
と を 特 徴 と す る ブ ッ シ ン グ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の ブ ッ シ ン グ に お い て 、
　 前 記 第 １ の 分 割 ブ ッ シ ン グ 及 び 又 は 第 ２ の 分 割 ブ ッ シ ン グ の 外 周 に 、 外 面 に 多 数 の 環 状
襞 部 を 有 す る ポ リ マ ー 被 覆 体 を 配 設 し た こ と を 特 徴 と す る ブ ッ シ ン グ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 電 力 機 器 と し て 用 い ら れ る ブ ッ シ ン グ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば 壁 体 を 貫 通 し て 設 置 さ れ る ６ ６ ～ ７ ７ ｋ ｖ 級 の ブ ッ シ ン グ に は 、 電 気 的 機 械 的 な
特 性 を 満 足 す る た め の 各 種 の 工 夫 が 施 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ２ ４ ２ ９ １ ８ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ こ で 、 従 来 の 技 術 に は 、 次 の よ う な 解 決 す べ き 課 題 が あ っ た 。
ブ ッ シ ン グ が ６ ６ ～ ７ ７ ｋ ｖ 級 に も な る と 、 そ の 全 長 が ２ ｍ を 越 え る 。 従 っ て 、 製 品 重 量
が き わ め て 重 く な る 。 ま た 、 製 造 設 備 や 検 証 設 備 等 が 大 型 化 す る と い う 問 題 が あ っ た 。 し
か も 、 現 場 で の 取 り 回 し 作 業 に 相 当 の 手 間 が か か る と い う 問 題 が あ っ た 。
　 本 発 明 は 以 上 の 課 題 を 解 消 す る た め に な さ れ た も の で 、 分 割 型 の ブ ッ シ ン グ を 現 地 に お
い て 組 み 合 わ せ て 一 体 に す る 構 造 に よ り 、 製 品 重 量 の 軽 減 等 を 図 っ た ブ ッ シ ン グ を 提 供 す
る こ と を 目 的 と す る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 に お い て は 、 次 の よ う な 構 成 に よ り 上 記 の 課 題 を 解 決 す る 。
　 〈 構 成 １ 〉
　 第 １ の 分 割 ブ ッ シ ン グ と 第 ２ の 分 割 ブ ッ シ ン グ と を 、 接 続 手 段 を 介 し て 電 気 的 、 機 械 的
に 接 続 し 、 一 体 に 組 み 合 わ せ て な る ブ ッ シ ン グ に お い て 、 上 記 第 １ の 分 割 ブ ッ シ ン グ は 、
第 １ の 内 部 導 体 と 、 そ の 周 囲 に 設 け ら れ た 受 容 口 を 有 す る 第 １ の 固 体 絶 縁 体 と 、 上 記 第 １
の 固 体 絶 縁 体 の 周 囲 に 設 け ら れ た 第 １ の 遮 蔽 層 と を 備 え 、 上 記 第 ２ の 分 割 ブ ッ シ ン グ は 、
第 ２ の 内 部 導 体 と 、 そ の 周 囲 に 設 け ら れ た 、 前 記 受 容 口 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 を 有 す る 第 ２
の 固 体 絶 縁 体 と 、 前 記 第 ２ の 固 体 絶 縁 体 の 周 囲 に 設 け ら れ た 第 ２ の 遮 蔽 層 と を 備 え 、 上 記
第 ２ の 分 割 ブ ッ シ ン グ に 、 上 記 挿 入 部 周 囲 を 包 覆 す る 絶 縁 ゴ ム 成 形 体 を 配 設 し 、 上 記 第 ２
の 遮 蔽 層 を 、 上 記 第 １ の 遮 蔽 層 と 電 気 的 に 接 続 し 、 か つ 、 当 該 第 ２ の 遮 蔽 層 を 、 上 記 接 続
手 段 の 縮 径 部 か ら 見 て 前 記 第 ２ の 内 部 導 体 を 電 気 的 に 遮 蔽 す る 位 置 に 配 設 し た こ と を 特 徴
と す る ブ ッ シ ン グ 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ブ ッ シ ン グ が 分 割 型 で あ る た め 、 小 型 の 製 造 設 備 や 検 証 設 備 を 用 い て 製 造 、 検 証 を す る
こ と が で き る 。 ま た 、 絶 縁 ゴ ム 成 形 体 を 配 設 し た こ と に よ り 各 分 割 ブ ッ シ ン グ の 接 合 面 に
気 泡 や 異 物 の 混 入 の お そ れ が な い の で 、 管 理 項 目 が 少 な く メ ン テ ナ ン ス が 容 易 で あ る 。 ま
た 、 第 ２ の 遮 蔽 層 を 、 接 続 手 段 の 縮 径 部 か ら 見 て 第 ２ の 内 部 導 体 を 電 気 的 に 遮 蔽 す る 位 置
に 配 設 し て い る の で 、 電 気 的 な 弱 点 と な り や す い 接 続 手 段 の 部 分 に 電 界 が か か ら な い 構 造
と さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 〈 構 成 ２ 〉
　 構 成 １ に 記 載 の ブ ッ シ ン グ に お い て 、 上 記 第 ２ の 固 体 絶 縁 体 の 上 記 挿 入 部 の 外 面 に 、 環
状 凹 部 形 状 の ベ ル マ ウ ス が 設 け ら れ 、 上 記 ベ ル マ ウ ス の 凹 部 に 、 上 記 第 ２ の 遮 蔽 層 を 設 け
た 後 に 当 該 凹 部 に 充 填 さ れ た 補 強 絶 縁 体 を 配 設 し た こ と を 特 徴 と す る ブ ッ シ ン グ 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 補 強 絶 縁 体 に よ り 第 ２ の 固 体 絶 縁 体 の ベ ル マ ウ ス 部 分 が 補 強 さ れ る か ら 、 同 ベ ル マ ウ ス
部 分 へ の 応 力 集 中 に 対 す る 強 度 安 定 性 が 増 大 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 〈 構 成 ３ 〉
　 構 成 １ に 記 載 の ブ ッ シ ン グ に お い て 、 上 記 絶 縁 ゴ ム 成 形 体 は 、 シ リ コ ー ン ゴ ム に よ り モ
ー ル ド 成 型 さ れ 、 プ ラ イ マ ー 層 を 介 し て 上 記 第 ２ の 固 体 絶 縁 体 の 外 面 に 接 着 さ れ た も の で
あ る こ と を 特 徴 と す る ブ ッ シ ン グ 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 シ リ コ ー ン ゴ ム を 使 用 す る こ と に よ り 、 良 好 な 耐 久 性 と 柔 軟 性 を 備 え る 絶 縁 ゴ ム 成 形 体
が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 〈 構 成 ４ 〉
　 構 成 ２ に 記 載 の ブ ッ シ ン グ に お い て 、 上 記 第 ２ の 固 体 絶 縁 体 と 上 記 補 強 絶 縁 体 と は エ ポ
キ シ 樹 脂 に よ り 成 型 し た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る ブ ッ シ ン グ 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 〈 構 成 ５ 〉
　 構 成 １ に 記 載 の ブ ッ シ ン グ に お い て 、 上 記 第 １ の 分 割 ブ ッ シ ン グ 及 び 又 は 第 ２ の 分 割 ブ
ッ シ ン グ の 外 周 に 、 外 面 に 多 数 の 環 状 襞 部 を 有 す る ポ リ マ ー 被 覆 体 を 配 設 し た こ と を 特 徴
と す る ブ ッ シ ン グ 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 実 施 例 ご と に 詳 細 に 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ は 実 施 例 １ に 係 る ２ つ の 分 割 ブ ッ シ ン グ を 示 す 断 面 図 、 図 ２ は ２ つ の 分 割 ブ ッ シ ン
グ を 一 体 に 組 み 合 わ せ た 状 態 を 示 す 断 面 図 、 図 ３ は 一 方 の 分 割 ブ ッ シ ン グ の 要 部 を 示 す 断
面 図 で あ る 。
　 本 発 明 の ブ ッ シ ン グ は 、 図 １ に 示 す 第 １ の 分 割 ブ ッ シ ン グ １ ２ と 第 ２ の 分 割 ブ ッ シ ン グ
１ ４ と を 、 ア ダ プ タ ３ ４ や ア ダ プ タ フ ラ ン ジ ３ ６ 等 の 接 続 手 段 を 介 し て 電 気 的 、 機 械 的 に
接 続 し て 、 一 体 に 組 み 合 わ せ て な る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 １ の 分 割 ブ ッ シ ン グ １ ２ は 、 中 心 に 配 設 さ れ た 丸 棒 導 体 等 か ら な る 第 １ の 内 部 導 体 １
６ と 、 そ の 周 囲 に 設 け ら れ 、 漏 斗 状 の 受 容 口 １ ８ を 有 す る 第 １ の 固 体 絶 縁 体 ２ ０ と 、 第 １
の 固 体 絶 縁 体 ２ ０ の 周 囲 に 設 け ら れ た 第 １ の 遮 蔽 層 （ 後 述 す る 円 筒 状 の ア ダ プ タ ３ ４ ） と
を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 １ の 固 体 絶 縁 体 ２ ０ は エ ポ キ シ 樹 脂 等 の 硬 化 性 樹 脂 に よ り 、 内 部 導 体 １ ６ と 同 軸 に 成
型 さ れ て い る 。 固 体 絶 縁 体 ２ ０ の 端 面 に 設 け ら れ た 受 容 口 １ ８ は 、 内 方 に 向 っ て 漸 次 縮 径
す る 漏 斗 状 を 呈 し て い る 。 固 体 絶 縁 体 ２ ０ の 一 端 部 外 周 に 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 等 の 金 属 材
料 に よ り 円 筒 状 に 形 成 さ れ た ア ダ プ タ ３ ４ が 配 設 さ れ て い る 。 ア ダ プ タ ３ ４ は 一 端 部 が 厚
肉 に さ れ た 円 筒 体 で 、 図 ２ に 示 す よ う に 環 状 の ア ダ プ タ フ ラ ン ジ ３ ６ を 取 付 ボ ル ト を 介 し
て 取 り 付 け て い る 。 固 体 絶 縁 体 ２ ０ の 一 端 面 は 、 ア ダ プ タ ３ ４ の 厚 肉 部 段 差 面 ３ ４ Ａ に 当
接 し て い る 。 こ う し て 、 ア ダ プ タ ３ ４ と ア ダ プ タ フ ラ ン ジ ３ ６ か ら な る 接 続 手 段 は 、 第 １
の 分 割 ブ ッ シ ン グ と 第 ２ の 分 割 ブ ッ シ ン グ と を 、 電 気 的 、 機 械 的 に 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 固 体 絶 縁 体 ２ ０ の 中 間 部 に 固 定 金 具 ３ ８ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 固 定 金 具 ３ ８ は 、 ア ル
ミ ニ ウ ム 合 金 等 の 金 属 材 料 に よ り 、 固 体 絶 縁 体 ２ ０ に 埋 設 さ れ た 円 筒 部 分 ３ ８ Ａ と 、 円 筒
部 分 ３ ８ Ａ の 一 端 部 に 連 設 さ れ て 径 方 向 に 突 出 す る フ ラ ン ジ 部 ３ ８ Ｂ と を 有 し て い る 。 こ
の フ ラ ン ジ 部 ３ ８ Ｂ と ア ダ プ タ ３ ４ と は 、 突 合 わ さ れ て 複 数 本 の ボ ル ト に よ り 固 定 さ れ て
い る 。 固 定 金 具 ３ ８ と ア ダ プ タ ３ ４ は 、 上 述 し た 第 １ の 遮 蔽 層 の 機 能 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 ２ の 分 割 ブ ッ シ ン グ １ ４ は 、 中 心 に 配 設 さ れ た 丸 棒 あ る い は 撚 線 の 導 体 等 か ら な る 第
２ の 内 部 導 体 ２ ２ と 、 そ の 周 囲 に 設 け ら れ た 、 一 端 部 に 挿 入 部 ２ ６ Ａ を 有 す る 第 ２ の 固 体
絶 縁 体 ２ ６ と 、 第 ２ の 固 体 絶 縁 体 ２ ６ の 周 囲 に 、 銀 ペ イ ン ト 等 の 導 電 塗 料 を 塗 布 す る こ と
に よ り 設 け ら れ た 第 ２ の 遮 蔽 層 ２ ８ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 ２ の 固 体 絶 縁 体 ２ ６ は 、 エ ポ キ シ 樹 脂 等 の 硬 化 性 樹 脂 に よ り 内 部 導 体 ２ ２ と 同 軸 に 成
型 さ れ て い る 。 固 体 絶 縁 体 ２ ６ の 端 面 に 設 け ら れ た 挿 入 部 ２ ６ Ａ は 、 固 体 絶 縁 体 ２ ０ の 端
面 に 設 け ら れ た 受 容 口 １ ８ に 合 致 す る 円 錐 状 に 形 成 さ れ て い る 。 挿 入 部 ２ ６ Ａ の 大 径 側 に
は ア ダ プ タ フ ラ ン ジ ３ ６ の 内 径 よ り 若 干 小 さ い 外 径 の 円 筒 状 の 茎 部 ２ ６ Ｂ が 連 設 さ れ て い
る 。 さ ら に 、 茎 部 ２ ６ Ｂ の 基 部 （ 図 中 右 側 ） に は ア ダ プ タ フ ラ ン ジ ３ ６ に 対 応 す る 形 状 の
円 環 状 の フ ラ ン ジ 部 ２ ６ Ｃ が 連 設 さ れ て い る 。 ま た 、 フ ラ ン ジ 部 ２ ６ Ｃ 近 傍 の 外 周 に は ベ
ル マ ウ ス 状 の 電 界 緩 和 部 ２ ６ Ｄ が 設 け ら れ 、 当 該 電 界 緩 和 部 ２ ６ Ｄ の 外 表 面 に は 図 中 破 線
で 示 す よ う に フ ラ ン ジ 部 ２ ６ Ｃ に 跨 っ て 銀 ペ イ ン ト 等 の 導 電 塗 料 が 塗 布 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 フ ラ ン ジ 部 ２ ６ Ｃ の 外 周 を 環 状 金 具 ４ ０ が 包 囲 し て い る 。 環 状 金 具 ４ ０ は 、 電 界 緩 和 部
２ ６ Ｄ の 外 表 面 の 導 電 塗 料 に 電 気 接 続 さ れ て い る 。 こ の 環 状 金 具 ４ ０ を 貫 通 す る 複 数 本 の
ボ ル ト ４ １ に よ り 、 環 状 金 具 ４ ０ と ア ダ プ タ フ ラ ン ジ ３ ６ が 連 結 固 定 さ れ て い る 。 こ う し
て 、 ア ダ プ タ ３ ４ と ア ダ プ タ フ ラ ン ジ ３ ６ 等 か ら な る 接 続 手 段 は 、 第 １ の 分 割 ブ ッ シ ン グ
と 第 ２ の 分 割 ブ ッ シ ン グ と を 、 電 気 的 、 機 械 的 に 接 続 し て い る 。 第 ２ の 分 割 ブ ッ シ ン グ １
４ に は 、 第 ２ の 固 体 絶 縁 体 ２ ６ の 挿 入 部 ２ ６ Ａ 及 び そ の 近 傍 の 各 周 囲 を 包 覆 す る 絶 縁 ゴ ム
成 形 体 ３ ０ が 配 設 さ れ て い る 。 絶 縁 ゴ ム 成 形 体 ３ ０ は 、 ほ ぼ 円 筒 型 を 呈 し て お り 、 そ の 内
周 面 が 導 電 塗 料 か ら な る 第 ２ の 遮 蔽 層 ２ ８ に 密 着 し て い る 。 絶 縁 ゴ ム 成 形 体 ３ ０ は 柔 軟 な
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絶 縁 ゴ ム か ら な り 、 第 ２ の 遮 蔽 層 ２ ８ を 包 囲 す る よ う に 注 型 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 固 体 絶 縁 体 ２ ６ の 挿 入 部 ２ ６ Ａ と 茎 部 ２ ６ Ｂ の 境 界 付 近 外 周 面 に 、 こ の 部 分 の 電 界 を コ
ン ト ロ ー ル す る た め の ベ ル マ ウ ス ５ ０ が 設 け ら れ て い る 。 こ の ベ ル マ ウ ス ５ ０ は 、 環 状 凹
部 形 状 を 呈 し て お り 、 こ の 凹 部 に 、 図 ３ に 示 す よ う に 第 ２ の 遮 蔽 層 ２ ８ を 設 け た 後 に 当 該
凹 部 に 充 填 さ れ た 補 強 絶 縁 体 ５ ２ が 配 設 さ れ て い る 。 補 強 絶 縁 体 ５ ２ は エ ポ キ シ 樹 脂 等 の
硬 化 性 樹 脂 に よ り 成 型 さ れ て い る 。 こ の 補 強 絶 縁 体 ５ ２ に よ り 、 第 ２ の 固 体 絶 縁 体 ２ ６ の
ベ ル マ ウ ス ５ ０ 部 分 が 電 気 的 機 械 的 に 補 強 さ れ る 。 即 ち 、 同 ベ ル マ ウ ス 部 分 へ の 機 械 的 な
応 力 集 中 に 対 す る 強 度 が 増 強 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 絶 縁 ゴ ム 成 形 体 ３ ０ は 、 例 え ば 、 シ リ コ ー ン ゴ ム に よ り モ ー ル ド 成 型 さ れ 、 プ ラ イ マ ー
層 を 介 し て 第 ２ の 固 体 絶 縁 体 ２ ６ の 外 面 に 固 着 さ れ て い る 。 シ リ コ ー ン ゴ ム を 使 用 す る こ
と に よ り 、 良 好 な 耐 久 性 と 柔 軟 性 を 備 え る 絶 縁 ゴ ム 成 形 体 ３ ０ が 得 ら れ る 。 な お 、 こ こ に
シ リ コ ー ン ゴ ム を 使 用 す る の は 、 製 造 上 及 び 電 気 的 特 性 上 最 も 実 用 性 が 高 い が 、 実 施 の 態
様 に 応 じ て 絶 縁 ゴ ム 成 形 体 ３ ０ を シ リ コ ー ン ゴ ム 以 外 の 適 当 な 絶 縁 材 料 を 使 用 し て 成 型 し
て も 構 わ な い 。
　 第 １ の 分 割 ブ ッ シ ン グ １ ２ と 第 ２ の 分 割 ブ ッ シ ン グ １ ４ の 各 外 周 に は 、 そ れ ぞ れ 外 面 に
多 数 の 環 状 襞 部 ５ ４ を 有 す る ポ リ マ ー 被 覆 体 ５ ６ が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ４ は 、 実 使 用 時 の 第 １ の 分 割 ブ ッ シ ン グ １ ２ と 第 ２ の 分 割 ブ ッ シ ン グ １ ４ の 接 合 部 分
に お け る 電 界 分 布 を 示 す 図 で あ る 。
　 図 ２ で 説 明 を し た よ う に 、 固 定 金 具 ３ ８ や ア ダ プ タ ３ ４ は 第 １ の 遮 蔽 層 に 相 当 す る 。 第
２ の 遮 蔽 層 ２ ８ は 、 第 ２ の 固 体 絶 縁 体 ２ ６ の 茎 部 ２ ６ Ｂ を 包 囲 す る 。 ア ダ プ タ フ ラ ン ジ ３
６ や 環 状 金 具 ４ ０ は 、 こ の 第 １ の 遮 蔽 層 と 第 ２ の 遮 蔽 層 ２ ８ と を 電 気 的 に 接 続 す る 。 こ こ
で 、 ア ダ プ タ ３ ４ の 厚 肉 部 （ 段 差 面 ３ ４ Ａ を 設 け た 部 分 ） や ア ダ プ タ フ ラ ン ジ ３ ６ に は 、
第 ２ の 内 部 導 体 ２ ２ に 接 近 す る よ う な 縮 径 部 が 存 在 す る 。 こ の 縮 径 部 か ら 見 て 、 第 ２ の 内
部 導 体 ２ ２ を 電 気 的 に 遮 蔽 す る 位 置 に 、 第 ２ の 遮 蔽 層 ２ ８ を 配 設 し た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ア ダ プ タ ３ ４ の 厚 肉 部 は 、 段 差 面 ３ ４ Ａ で 第 １ の 固 体 絶 縁 体 ２ ０ を 覆 う こ と に よ り 、 第
１ の 固 体 絶 縁 体 ２ ０ 端 面 を 機 械 的 に 保 護 し て い る 。 し か し 、 ア ダ プ タ ３ ４ の 厚 肉 部 段 差 面
３ ４ Ａ の 、 最 も 第 ２ の 内 部 導 体 ２ ２ に 近 接 し た 部 分 （ 縮 径 部 ） は 、 電 気 力 線 が 集 中 し 易 い
。 そ こ で 、 第 ２ の 遮 蔽 層 ２ ８ を 配 設 し た 。 配 設 位 置 は 、 こ の 縮 径 部 か ら 見 て 、 第 ２ の 内 部
導 体 ２ ２ を 電 気 的 に 遮 蔽 す る 位 置 で あ る 。 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 ２ の 固 体 絶 縁 体 ２ ６ の 挿
入 部 及 び そ の 近 傍 に お い て 、 等 電 位 線 ３ ２ が 均 一 で な だ ら か に 分 布 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ５ は 実 施 例 １ の ブ ッ シ ン グ を 壁 貫 通 部 に 用 い た 例 を 示 す 一 部 縦 断 面 図 、 図 ６ は こ の 例
の 要 部 を 拡 大 し て 示 す 断 面 図 で あ る 。 な お 、 図 １ 、 図 ２ と 共 通 す る 部 分 に は 同 一 符 号 を 付
し て 重 複 説 明 を 省 略 す る 。
　 こ れ ら の 図 に お い て 、 第 １ の 分 割 ブ ッ シ ン グ １ ２ と 第 ２ の 分 割 ブ ッ シ ン グ １ ４ は 、 壁 体
４ ４ の 左 側 で 予 め 一 体 に 組 み 合 わ さ れ る 。 第 １ の 分 割 ブ ッ シ ン グ １ ２ の 左 端 部 に は 、 第 １
の 内 部 導 体 １ ６ の 先 端 が 第 １ の 固 体 絶 縁 体 ２ ０ か ら 突 出 さ れ て い る 。 こ こ に は 、 図 示 し な
い 電 気 ケ ー ブ ル や 機 器 が 接 続 さ れ る 。 ま た 、 第 ２ の 分 割 ブ ッ シ ン グ １ ４ の 右 端 部 に は 、 第
２ の 内 部 導 体 ２ ２ の 先 端 が 第 ２ の 固 体 絶 縁 体 ２ ６ か ら 突 出 さ れ て い る 。 こ こ に も 、 図 示 し
な い 電 気 ケ ー ブ ル や 機 器 が 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 一 体 に 組 み 合 わ さ れ た 第 １ の 分 割 ブ ッ シ ン グ １ ２ と 第 ２ の 分 割 ブ ッ シ ン グ １ ４ は 、 壁 体
４ ４ の 貫 通 孔 ４ ６ に 図 の 左 側 か ら 挿 通 さ れ る 。 壁 体 ４ ４ を 境 界 と し て 、 第 １ の 分 割 ブ ッ シ
ン グ １ ２ は 屋 外 用 に 配 設 さ れ 、 第 ２ の 分 割 ブ ッ シ ン グ １ ４ は 屋 内 用 に 配 設 さ れ る 。 も ち ろ
ん 、 逆 で あ っ て も 構 わ な い 。 固 定 金 具 ３ ８ の フ ラ ン ジ 部 ３ ８ Ｂ に は 、 壁 体 ４ ４ に 当 接 さ れ
る 円 環 状 の 取 付 金 具 ４ ２ が 同 心 状 に 配 置 さ れ て い る 。 固 定 金 具 ３ ８ の フ ラ ン ジ 部 ３ ８ Ｂ に
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は 、 取 付 金 具 ４ ２ が 、 ボ ル ト ４ ９ で 固 定 さ れ る 。 取 付 金 具 ４ ２ は 、 壁 体 ４ ４ の 左 側 面 に 、
ボ ル ト ５ ０ に よ り 固 定 さ れ て い る 。 固 定 金 具 ３ ８ は 取 付 金 具 ４ ２ を 通 じ て 接 地 さ れ る 。 以
上 の よ う な 、 分 割 型 の ブ ッ シ ン グ を 現 地 に お い て 組 み 合 わ せ て 一 体 に す る と 、 製 品 重 量 が
軽 減 さ れ 、 製 造 設 備 、 検 証 設 備 等 の 大 型 化 を 防 止 し 、 取 り 回 し 作 業 の 手 間 を 低 減 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ７ は 、 本 発 明 の ブ ッ シ ン グ を 壁 貫 通 部 に 用 い た 他 の 例 を 示 す 断 面 図 で あ り 、 図 １ 、 図
２ と 共 通 す る 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し て 重 複 説 明 を 省 略 す る 。
　 こ の 実 施 例 に お い て は 、 図 ２ に 示 し た ア ダ プ タ フ ラ ン ジ ３ ６ を 拡 径 し た ア ダ プ タ フ ラ ン
ジ ４ ８ が 、 設 け ら れ て い る 。 第 １ の 分 割 ブ ッ シ ン グ １ ２ と 第 ２ の 分 割 ブ ッ シ ン グ １ ４ は 、
壁 体 ４ ４ の 右 側 で 予 め 一 体 に 組 み 合 わ さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 一 体 に 組 み 合 わ さ れ た 第 １ の 分 割 ブ ッ シ ン グ １ ２ と 第 ２ の 分 割 ブ ッ シ ン グ １ ４ は 、 壁 体
４ ４ の 貫 通 孔 ４ ６ に 図 の 右 側 か ら 挿 通 さ れ る 。 壁 体 ４ ４ を 境 界 と し て 、 第 １ の 分 割 ブ ッ シ
ン グ １ ２ は 屋 内 用 に 配 設 さ れ 、 第 ２ の 分 割 ブ ッ シ ン グ １ ４ は 屋 外 用 に 配 設 さ れ る 。 も ち ろ
ん 、 逆 で あ っ て も 構 わ な い 。 ア ダ プ タ フ ラ ン ジ ４ ８ は 、 壁 体 ４ ４ に 、 ボ ル ト ５ ３ に よ り 固
定 さ れ て い る 。 ア ダ プ タ フ ラ ン ジ ４ ８ は 接 地 さ れ る 。 な お 、 図 ６ の 構 成 を 採 用 す る か 図 ７
の 構 成 を 採 用 す る か は 、 現 地 に お い て 、 壁 体 ４ ４ の 貫 通 孔 ４ ６ の ど ち ら 側 で 作 業 が し 易 い
か を 検 討 し た 結 果 に 基 づ い て 選 択 さ れ る 。 い ず れ の 構 成 で も 、 壁 貫 通 ブ ッ シ ン グ の 取 り 回
し 作 業 を 、 現 地 に お い て 従 来 よ り 簡 単 に 行 う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ に 係 る ２ つ の 分 割 ブ ッ シ ン グ を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ２ つ の 分 割 ブ ッ シ ン グ を 一 体 に 組 み 合 わ せ た 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 一 方 の 分 割 ブ ッ シ ン グ の 要 部 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 使 用 時 の 第 １ の 分 割 ブ ッ シ ン グ と 第 ２ の 分 割 ブ ッ シ ン グ の 接 合 部 分 に お け る 電
界 分 布 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の ブ ッ シ ン グ を 壁 貫 通 部 に 用 い た 例 を 示 す 一 部 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 同 例 の 要 部 を 拡 大 し て 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の ブ ッ シ ン グ を 壁 貫 通 部 に 用 い た 他 の 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
１ ２ 　 第 １ の 分 割 ブ ッ シ ン グ
１ ４ 　 第 ２ の 分 割 ブ ッ シ ン グ
１ ６ 　 第 １ の 内 部 導 体
１ ８ 　 受 容 口
２ ０ 　 第 １ の 固 体 絶 縁 体
２ ２ 　 第 ２ の 内 部 導 体
２ ６ 　 第 ２ の 固 体 絶 縁 体
２ ６ Ａ 　 挿 入 部
２ ６ Ｂ 　 茎 部
２ ６ Ｃ 　 フ ラ ン ジ 部
２ ６ Ｄ 　 電 界 緩 和 部
２ ８ 　 第 ２ の 遮 蔽 層
３ ０ 　 絶 縁 ゴ ム 成 形 体
３ ２ 　 等 電 位 線
３ ４ 　 ア ダ プ タ
３ ４ Ａ 　 厚 肉 部 段 差 面
３ ６ 　 ア ダ プ タ フ ラ ン ジ
３ ８ 　 固 定 金 具
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３ ８ Ａ 　 円 筒 部 分
３ ８ Ｂ 　 フ ラ ン ジ 部
４ ２ 　 取 付 金 具
４ ４ 　 壁 体
４ ６ 　 貫 通 孔
４ ８ 　 取 付 金 具
５ ０ 　 ベ ル マ ウ ス
５ ２ 　 補 強 絶 縁 体
５ ４ 　 環 状 襞 部
５ ６ 　 ポ リ マ ー 被 覆 体 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 9月 27日 (2006.9.27)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ こ で 、 従 来 の 技 術 に は 、 次 の よ う な 解 決 す べ き 課 題 が あ っ た 。
ブ ッ シ ン グ が ６ ６ ～ ７ ７ ｋ ｖ 級 に も な る と 、 そ の 全 長 が ２ ｍ を 越 え る 。 従 っ て 、 製 品 重 量
が き わ め て 重 く な る 。 ま た 、 製 造 設 備 や 検 証 設 備 等 が 大 型 化 す る と い う 問 題 が あ っ た 。 し
か も 、 現 場 で の 取 り 回 し 作 業 に 相 当 の 手 間 が か か る と い う 問 題 が あ っ た 。
　 本 発 明 は 以 上 の 課 題 を 解 消 す る た め に な さ れ た も の で 、 分 割 型 の ブ ッ シ ン グ を 一 体 に す
る 構 造 に よ り 、 製 品 重 量 の 軽 減 等 を 図 っ た ブ ッ シ ン グ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

(9) JP 2007-188735 A 2007.7.26


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	written-amendment

